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中等部１年生 後期第２中間テスト出題範囲    期間：１２月９日（火）～１１日（木） 
 

 総  合  進  学 英  数  特  進 

 

 

国 

 

 

語 

 

 

出  題  範  囲 出  題  範  囲 

①教科書と必修テキスト 「空飛ぶ魔法のほうき」（必修テ

キスト P61～63）、 「片言を言うまで」( 〃 P75～79）、

「言葉の向こうに/竹取物語」 (  〃  P82～94） 

②すらすら基本文法 （P20～25） 

③セレクト漢字検定（５級③～⑤、または４級⑩～⑫） 

④論理エンジン （Level ５～６） 

★テスト実施日に「必修テキスト」を提出。（赤ペンでマル

付けをする。正解を赤ペンで記入し、空白にしないこと） 

◆教科書『言葉の向こうに/竹取物語』（P196～P209） 

    『とらわれた心に突き立つ矢/宇治拾遺物語』 

    （P210～P218） 

    『故事成語』(P219～P226) 

   ※必修テキストの範囲も上記に準じる。 

テスト実施日に丸付け、赤字訂正をして提出。 

◆すらすら基本文法『助詞』（P44～P53） 

◆セレクト漢字検定 別紙配布済みプリント掲載 

（各級 第 13回～第 16回） 

◆発展新演習 P34・P64・P88・P116 

◆論理エンジン（Level ５～６） 

学習サポート対象基準 

平均点マイナス 10点を基準とする。 

 

 

数 

 

 

学 

 

出  題  範  囲 出  題  範  囲 

教科書 P102～157 チャレンジ編 14,15 

問題集 P70～93 

プリント 

2014 年度 ベネッセ（11月）問題 １と２ 

教科書 P134～P159、P164～P189 

問題集 P82～P102 62、P106～P124 

配布プリント 

小テスト（計算問題も出題されます） 

単元テスト 

テストには定規、コンパスが必要です。 
学習サポート対象基準 

50 点未満 

 

 

英 

 

 

語 

 

 

出  題  範  囲 出  題  範  囲 

英単語１４００ 

 ９級～８級（№６５～№１９２） 

英文リスト 

 №８６～№１４３ 

WinPass（確認問題と基本問題） 

 単現１３（３単現）、 単現１６（時刻・曜日他） 

 単現１７（前置詞・接続詞） 

New Crown 

 p.31(We’re Talking②), p.41(We’re Talking③) 

p.64～p.69 

英単語１４００ 

 ９級～７級（№６５～№２５６） 

英文リスト 

 №１～№１４３ 

練成テキスト 

 p.120～p.141, p.146～149 

New Crown 

 p.64～p.69, p. 74, p.76～p.77 

後期第１中間テスト問題（但し、大問１１と大問１２

を除く） 

学習サポート対象基準 

コース平均の７０％未満 

 

 

理 

 

 

科 

 

 

出  題  範  囲 出  題  範  囲 

教科書：p168～p199 

問題集：p128～p161 ※P144.P145 は除く 

テストには定規が必要です。 

 

※テストの日に問題集用ノート・授業用ノートを提

出。作図の問題は図を書き映すこと。 

教科書：p168～p199 

問題集：p128～p161 ※P144.P145 は除く 

プリント：No.57、No.60～No.77 

テストには定規が必要です。 

 

※テストの日に問題集用ノートを提出。作図の問題は

図を書き映すこと。 学習サポート対象基準 

結果を見て判断する。 

 

 

社 

 

 

会 

 

 

出  題  範  囲 出  題  範  囲 

教科書Ｐ102～109、126～127、164～205、262～271 

資料集(世界)Ｐ76～80、 

(日本)Ｐ6～7、32～53、77～80 

必テキＰ72～75、88 の 2・3、120～137、162～165 

※漢字で正しく解答できるようにしておくこと。 

※試験日に必テキを回収。○つけまでしておくこと。 

教科書Ｐ102～109、126～127、164～205、262～271 

資料集(世界)Ｐ76～80、(日本)Ｐ6～7、32～53、 

               77～80 

必テキＰ72～75、88 の 2・3、120～137、162～165 

※漢字で正しく解答できるようにしておくこと。 

※試験日に必テキを回収。○つけまでしておくこと。 

学習サポート対象基準 

結果を見て判断する。 


